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とにした。今回はその第一段階 として 旨味,香 味,栄
養的価値に関連の深いアミノ態窒素,ア ンモニア態窒
素,糖,ビ タ ミンB2の 各成分 について丸大豆使用納
豆 と比較 し検討を行 ったのでその結果を報告する。





llus nanoを 使用 した。
 原料:丸 大豆はアメ リカ産の ものを使用 し,粉 末大
豆 は同大豆を 一196℃ で瞬間凍結粉砕 したものを使
用 した。
 納豆の製造:丸 大豆 は15～20℃ で12～16時 間水に
浸漬後1.8kg/cm2で30分 間煮熟 し,50 gを 秤取(以
下0時 間発酵と記す)し たのち原料の1%の 納豆菌を
接種する。(納豆菌はあ らか じめ20倍 に希釈 し,胞子の
発芽をすみやかに行 うよう 100℃ で3分 間加熱 し直
ちに室温にまで冷却 してお く。)接 種後509ず つ容器
に秤取 し,温 度40℃,湿 度80%に 設定 した恒温恒室器






















4) 糖:試料を 3N-HCL で3時間加水分解後，
Somo gyi -N elson法で測定を行ったものを全糖とし，
加水分解せずに同法で測定を行った値を還元糖とし，
全糖より還元糖をさし引いた値を非還元糖とした。





































水 分 固 (%形〉 分 総(%窒〕
素申
発時酵間 (労〉
丸大豆 粉末大立 丸大豆 粉末大豆 丸大豆 粉末大豆
。 59. 59 66.34 40.41 33.66 7.35 7.44 
2 62. 63 69.55 37.37 30.45 7.24 7.88 
4 63. 10 69.49 36.90 30.51 7.61 7.45 
6 61. 90 70. 70 38.10 29. 30 7.42 7.59 
8 62.29 71. 19 37.71 28.81 7.49 7.55 
10 63.29 71. 06 36. 71 28.94 7.41 7.50 
12 60.73 69.70 39. 27 30.30 7.87 7.60 
14 62. 10 70.76 37.90 29. 24 7.70 8.11 
16 61. 57 72. 11 38.43 27.89 7.74 8.31 
18 62.71 70.84 37.29 29.16 7.72 8.21 




























































































全 糖 還 フじ 糖 非還元糖
丸大豆 粉末大豆 丸大豆 粉末大豆 丸大豆 粉末大豆。 8.88 10.50 1.42 1. 80 7.46 8.70 
2 8.94 10. 10 1.37 1. 83 7.57 8.27 
4 8.72 9. 38 1. 56 1. 98 7.16 7.40 
6 8.24 8.80 1. 39 1. 81 6.85 6.99 
8 7.46 7.40 1. 60 1. 77 5.86 5.63 
10 6.73 6.33 1. 57 1. 77 5.16 4.56 
12 5.96 5.78 1. 52 1. 75 4.44 4.03 
14 5.76 5.74 1. 49 1.72 4.30 4.02 
16 5.68 5.51 1. 56 1. 59 4.12 3.92 
18 5.65 5. 19 1. 48 1. 66 4.17 3.53 
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